
 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの応用 

特許公報 方向性電磁鋼板の製造方法 ＪＰ３９５１４０２をシュミレーション 

 

  

  

   

 

    ２０２２年０７月１７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 



概要 

 材料の物理特性を極点測定から ODF解析を行い、ＯＤＦの数値解析結果を請求項としているケースが 

   あります。 

   本資料では、シュミレーションから極点図を作成し、各種ＯＤＦ解析ソフトウエアで評価してみます。 

 

   請求項 

 集合組織の最大ピーク方位が、Ｂｕｎｇｅのオイラー角表示で、 

 φ１＝９０°±７．５°、Φ：５８～６２°又は－５８から－６２°、φ２＝４５°±７．５°の 

 範囲に存在し、かつ、｛１２４１｝＜０１４＞のｒａｎｄｏｍ強度比が３．０以上 

 

  解説 

 ＸＲＤ極点図から」ＯＤＦ解析を行い、 

 φ１＝９０°、φ＝４５°、Φ：０°から９０°はε－Ｆｉｂｅｒで＜１１０＞／／ＴＤ 

 このＦｉｂｅｒ線の許容範囲（φ１＝９０°±７．５°、φ２＝４５°±７．６５°）と 

制限範囲（Φ：５８°～６２°）に主方位を持ち、 

 副方位が｛１２４１｝＜０１４＞で方位密度が３．０以上 

  

シュミレーション 

 ｅｕｌｅｒ角度の広がりを全ての方向にＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇとし 

 ｛５５４｝＜２２５＞ ＶＦ％＝６０ 

 ｛１２４１｝＜０１４＞ ＶＦ％＝３０ 

 ｛００１｝＜１１０＞ ＶＦ％＝７ 

 ｛１１０｝＜００１＞ ＶＦ％＝３ 

 から反射極点図を作成 

 

 

 

各種ＯＤＦで解析を行い、ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし比較する 

 

 

 

 

 

 

 



計算はＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアのＦｉｂｅｒ解析で行う 

  

  

 

最大方位密度（MAXODF）とεＦｉｂｅｒ制限内最大値が一致し 

｛１２４１｝＜０１４＞の最大方位密度が３．０以上を確認する。 

 

  

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

最大方位密度が制限付き<011>//ND内 22.388 

{1241}<014> 6.631>3 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

  

  

 

 

最大方位密度が制限付き<011>//ND内 15.739 

{1241}<014> 4.496>3 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは 

  

  

  

最大方位密度が制限付き<011>//ND内 18.847 

{1241}<014> 5.231>3 



 

ＭＴＥＸでは 

  

  

 

  

 

最大方位密度が制限付き<011>//ND内 19.794 

{1241}<014> 4.012>3 



 

 

 

まとめ 

 シュミレーションでは、ＬａｂｏＴｅｘでＭｏｄｅｌｌｉｎｇを行い、極点図をＥｘｐｏｒｔし 

 反射極点図｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝｝を作成し 

 各種ＯＤＦで解析を行った結果以下の値が得られた。 

  

 この値はシュミレーション結果であり、測定データではありません。 

  

  

 測定データの場合、主方位以外に多数の方位やｒａｎｄｏｍも存在する事もあり、 

シュミレーション結果とは異なります。測定データの信頼性評価が重要になります。 

 


